
 

入
間
西
部
住
民
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

二
月
二
十
三
日(

水)

の
午

後
六
時
半
か
ら
鶴
ヶ
島
市
の

近
隣
公
園
で
「入
間
西
部
地

域
住
民
集
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
民
主
党
政
権
が
「コ

ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」の
公

約
を
投
げ
捨
て
て
い
る
こ
と

に
各
界
か
ら
批
判
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
参
加

し
た
坂
戸
民
商
会
長
の
西
村

利
弥
氏
は
「国
税
通
則
法
の

改
悪
で
納
税
者
の
権
利
が
奪

わ
れ
る
の
は
許
せ
な
い
」と
と

も
に
闘
う
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
。
集
会
後
参
加
者
は
公

園
か
ら
若
葉
駅
方
面
へ
の
デ

モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。 

 

国
税
通
則
法
改
悪
の
危

険
性
を
知
ら
せ
反
対
署

名
・要
請
ハ
ガ
キ
を
集
中

し
ま
し
ょ
う
。 

国
税
通
則
法
が
改
悪
さ
れ

れ
ば
、 

①
事
前
通
知
は
な
く
な
り 

②
調
査
期
間
は
最
長
七
年
に 

 
 

 
 
 
 
(

消
費
税
同
時
調
査) 

③
反
面
調
査
も
自
由
化
さ

れ
民
商
事
務
所
も
対
象
に 

④
帳
簿
書
類
の
提
出
を
罰
則

を
付
け
て
義
務
化 

⑤
一
度
終
わ
っ
た
調
査
も
自

由
に
再
調
査
で
き
る 

 

税
務
職
員
に
こ
ん
な
に
権

限
を
与
え
た
ら
大
変
。 

 
民
商
で
は
、
反
対
署
名
と

民
主
党
の
地
元
出
身
国
会
議

員
に
要
請
ハ
ガ
キ
を
出
し
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
三
月
一
六
日(

水)

に

は
、
永
田
町
の
議
員
会
館
に

直
接
出
向
き
議
員
面
会
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下

さ
い
。 

 

慈
眼
寺
し
だ
れ
桜 

 
 
 

第
七
回
を
迎
え
る
「慈
眼
寺
し

だ
れ
桜
ま
つ
り
」が
三
月
二
六
日

か
ら
四
月
三
日
迄
開
催
さ
れ
ま

す
。
例
年
、
ジ
ャ
ズ
や
邦
楽
の
演

奏
会
や
「モ
デ
ル
撮
影
会
」が
開

催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
同

封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 

慈
眼
寺
桜
ま
つ
り 

第
六
回
坂
戸
民
商 

        

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

   

日 

時 

四
月
五
日(

火) 
 

場 

所 

富
貴
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

 

参
加
費 

一
五
、
〇
〇
〇
円 

 

表
彰
式 

そ
ば
処
「砂
場
」 

 
(

プ
レ
ー
費
、
昼
食
、
懇
親
会) 

 

＊ 

こ
の
頃
は
暖
か
く
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
腕
試
し
に
ぜ
ひ
ご

参
加
下
さ
い
。 

  

春
の
流
鏑
馬 

 

日 

時 
 

三
月
十
三
日(

日)

午
前
十
時 

 

場 

所 

出
雲
伊
波
比
神
社 

 

会員13名 商工新聞読者21名増、全商連４９回総会時回復 

 知り合いの業者を引き続き紹介して下さい 
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春
の
運
動 

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か 

◎
野
球
人
生
、
張
本 

勲
の
「
も
う
一
つ
の
人
生
」 

 
 
 

ー
被
爆
者
と
し
て
、
人
と
し
て
ー 

 

三
月
十
一
日(

金)

午
後
七
時
～
埼
玉
会
館
ホ
ー
ル 

 

チ
ケ
ッ
ト 

一
人 

一
九
九
九
円 

◎
二
〇
世
紀
の
少
女
た
ち
か
ら 

 

二
一
世
紀
の
仲
間
た
ち
に
贈
る
「
勇
気
の
記
録
」 

 
 
 

ー
明
日
へ
紡
ぎ
つ
づ
け
て
ー 

 

三
月
十
九
日(

土)

午
前
十
時
～
午
後
一
時
半
～ 

 

坂
戸
市
文
化
会
館 

第
一
会
議
室 

 

チ
ケ
ッ
ト 

八
〇
〇
円 

◎ 

～
市
民
歩
け
歩
け
大
会
～ 

 

四
月
十
日(

日)

午
前
九
時
～
九
時
半
集
合 

 

場
所 

ふ
る
さ
と
の
湯
駐
車
場 

 

参
加
費 

五
〇
〇
円(

弁
当
・
飲
物) 

 

＊
高
麗
川
の
土
手
か
ら
西
坂
戸
方
面
へ
。
往
復
約 

 
 

十
六
キ
ロ
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
す(

小
雨
決
行) 

坂
戸
民
商
の
自
主
計
算
・自
主
申
告 

  

元
気
よ
く
春
の
運
動
を
す
す
め
よ
う
と

民
商
の
自
主
計
算
・申
告
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。 

 

消
費
税
の

計
算
・所
得

税
の
計
算
と

な
か
な
か
厄

介
な
も
の
。 

で
も
「自
分
の

商
売
だ
か
ら

自
分
で
や
ら

な
い
と
ね
」と

み
な
さ
ん
頑

張
っ
て
い
ま

す
。 

そ
し
て
改
め
て
税
金
の
高
さ
に
驚
い
た
り
怒

り
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
り
。 

 

そ
し
て
、
仲
間
を
増
や
し
増
税
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
納
税
者
の
権
利
を
は
く
奪
す
る
「国

税
通
則
法
の
改
悪
」を
止
め
さ
せ
ま
し
ょ

う
。 

 

今
年
の
統
一
行
動
は
三
月
十
一
日(

金) 
 

全
国
五
八
〇
ヶ
所
で
行
わ
れ
る
予
定
の

重
税
反
対
全
国
統
一
行
動
の
川
越
集
会
は

今
年
も
「川
越
市
並
木
西
公
園
」

で
す
。 

 

会
場
ま
で
は
「バ
ス
」が
出
ま

す
。
バ
ス
代
は
昨
年
と
同
じ
千
円

で
す
が
、
今
年
は
お
に
ぎ
り
が
付

き
ま
す
。
元
気
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。 (

詳
細
は
裏
面
に) 

今
月
の
会
員
さ
ん
紹
介 

や
き
と
り
と
お
さ
け
で
た
の
し
い
時
間
を 

 

坂
戸
東
支
部 

や
き
と
り 

ゆ
い
ま
～
る 

  

「ゆ
い
ま
～
る
」は
沖
縄
の
言
葉
で
『絆
』と
い
う
意
味
で

す
。
ゆ
い
ま
～
る
一
番
の
お
す
す
め
は
備
長
炭
で
焼
き
あ

げ
る
や
き
と
り
で
す
。 

 

昨
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
い
つ
も
来
て
い
た
だ
く
お
客
さ

ま
に
、
「お
か
え
り
」の
あ
い
さ
つ
で
お
迎
え
し
て
、
家
庭
的

な
雰
囲
気
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。  

 

看
板
娘
の
あ
い
み
ち
ゃ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
お
迎
え
し
て
い

ま
す
。
楽
し
く
飲
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 

住 
 
 

所 
 

坂
戸
市
石
井
二
七
九
一
―
一 

電 
 
 

話 
 

〇
四
九
（二
九
八
）八
七
三
五 

営
業
時
間 

 

十
六
時
～
二
十
三
時 

定
休
日 

 
 
 

毎
週 

水
曜
日 

 

みんなで相談・みんなで解決 


